
長野県人権啓発活動ネットワーク協議会



　現在は有効な治療薬があり、発病しても、早期
発見と適切な治療により、入院することなく、通
院で治すことができます。



求められています。知識を持っていても不安や恐れの感情を強く抱くことで、差別をしてしまうこと
があります。事実を見つめ、落ち着いて判断することが大切です。

施行されましたが、家族補償に対する請求はわずかに留まっています。「家族や周囲に知られることへの不安か
ら請求をためらっている」ことなどがその理由と言われており、社会の偏見・差別に対する家族の不安がいか
に深刻であるかを示しています。

族の
入所者は亡くなっても家

　ハンセン病問題の理解には、ハンセン病に関する歴史的経過を知るだけでなく、療養所入所者の方々等
の声を直接お聞きし、その思いやそこで過ごされてきた生活などの体験談に耳を傾けることも大切です。
　また、入所者の方々との交流は、偏見・差別の解消につながるだけでなく、今まで多くの苦しみ、
悲しみを乗り越えてこられた入所者の方々等の思いに触れるとともに、自分自身の生き方に思いを深
める機会にもなります。
　県では療養所や資料館を訪問する事業を行っており、参加を募っています。





当時の

謝罪するとともに、控訴しないことを表明しました。

　この法律の制定により、 「ハンセン病の患者で
あった者等の家族」についても、 名誉回復等の対象
に追加されました。





　かつて 長野県も 、 国の誤ったハンセン病政策の一翼を担う中で 「無らい県運動」
を推進し 、 ハンセン病に対する 偏見・差別を助長していたことが分かります 。
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（注）訪問の際の注意事項等はホームページなどで事前にご確認ください。

入 館 料：無料

法務省人権擁護局では YouTube 法務省チャンネルにおいて啓発動画を公開しています。
ハンセン病問題を知る～元患者と家族の思い～ 検 索

場　　所：群馬県吾妻郡草津町草津白根464-1533

受付方法：個人は予約不要、5名以上の団体は要予約
電　　話：0279-88-1550

：
受付方法   個人・団体とも予約不要

（団体見学プログラムの利用は申込み必要）



【栗生楽泉園社会交流会館の見学】

【栗生楽泉園納骨堂の見学】

～ハンセン病回復者やそのご家族がおかれた境遇を踏まえた人権啓発活動～

パンフレットの作成・配布、啓発パネルの展示

希望する県民の参加による「ハンセン病療養所訪問事業」
の実施

　ハンセン病問題の事実、実態を明らかにし、今後の教訓とするため、平成17年に学識経験者3名による「長
野県ハンセン病問題検証会議」を設置し、検証活動に取り組みました。検証会議では、入所者や行政関係
者の聞き取り等を行い、その結果をとりまとめた報告書が、平成18年6月、県に提出されました。
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